






















































   
和音聴音も、３和音なら６通りの歌い方（ドミソ・ドソミ・ミドソ・ミソド・・・）
を練習したあと、聴き分ける訓練をする。また、何の和音かを答えさせる前に、一つの
和音の転回形を弾き、種類の異なった和音が混ざったら答えさせたり、属七の和音を弾
いたら次に解決する和音を予測させるなどして、絶対音的に聴かせるだけではなく、ハ
ーモニーの持つ色合いや調性関係を感じさせながら聴きとる力もつけさせるようにし
ている。これは楽曲分析の際にも役に立つ。 
 
【楽典】 
  幼児のうちから理解できる範囲で、演奏する作品を読み取るのに必要なことは弾くこ
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とと並行して教えていく。 
  楽譜を読む行為は謎解きのようなもので、作曲者の意図をどれだけ読み取ることがで
きるかが大切である。学生達は〈覚えなくてはならない知識として〉敬遠しがちだが、
例えば倍音の意味を言葉だけで覚えるのでは無く、実際にピアノで倍音を鳴らして実験
し、そうして得た知識を演奏にどう結びつけるか・・音色やバランスなどをも変えられ
ることを実感させながら教える事も必要である。 
 
  幼児などは鍵盤の下の方を押さえておき、上の方で音を鳴らすと、ペダルを使わない
のに音が響き残っていることに、目を丸くして興味を持つ。 その時に、ダンパーやペ
ダルとの関係をピアノの中を見せ、構造を教えながら一緒に説明してあげることが大切
である。教えるほうも教わるほうも、楽典は紙面上の知識だけではないことを知るべき
である。 
 
【和声法】 
  和声学は楽譜を読み解く上で、最も重要といって良いものである。作曲家を目指す学
生だけが勉強するものではない。その必要性は４声体和声の熟達というより、楽曲分析
→解釈→演奏の一体化にある。 
 
Ⅲ．まとめ 
音符はただの音の記号ではなく、音楽言語の記号である。音符をただ音にするだけでな
く、音楽言語に則って音符を分析する思考回路が必要になってくる。いくつかの項目であ
げてきたような基礎知識と、更に楽式論や音楽史など、楽曲の成り立ちを多角的に眺める
知識も必要になる。 
 
 短大におけるピアノのレッスンの中だけでは全てを教えることは出来ないが、演奏する
作品のアナリーゼ（分析）や和声進行等を同時に教えることで、より生き生きした演奏を
目指すことができる。また、楽典や和声法などで得た知識を常に演奏に結びつけていくよ
うに教師も学生も意識する必要があるだろう。 
 
 これらの教育が初等教育に於いて最も大切であることは言うまでもないことである。特
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に日本人はリズムに欠けると言われる。これは日本の音楽の有り様が西洋の音楽と全く異
なる土壌をもつことやダンスをあまり踊らないという民族性からも影響されると思われる
が、初等教育でのリトミックなどもとても大切な指導要素になると考える。 
 
 個々の項目の指導の際に常に横の相互関係・相互作用を意識することが大切である。 
音を読むこともリズムを叩くことも、常に単なる記号から言葉を紡ぎ出し、一字一字語る
がごとくに、命を吹き込むようにしなければ、機械的な発音や運動に終始してしまう。 
  
良い演奏の為の出発点に分析がある。目に見えず、触れることのできない音楽という構
築物を再構成するには、作品の仕組みを理解することが必要である。機械的に指が動き、
エチュードが速く弾ける・・・ということに時間を注ぎ、先を急ぐより、時間と労力は必
要となるが、目と耳をひらき、和声法や楽曲分析などを総合的に勉強して真の音楽の教養
を身につけた人こそが良い演奏家となり、また将来音楽教師として、また幼稚園や保育園
で幼児の指導に携わる場合においても、良き指導者となることであろう。 
 
  
